
令和6年5月10日
長岡市都市政策課

令和6年能登半島地震における「住宅の応急修理」について

制度の概要

令和６年能登半島地震により「準半壊」以上の被害を受けた住宅について、被災した住宅の屋
根、居室、台所、トイレなど日常生活に必要不可欠な最小限度の部分の応急的な修理について、
修理費用の一部を長岡市が直接業者に支払います。

対象世帯

罹災証明書における住宅の被害が「準半壊」以上の世帯（一部損壊の場合は対象外）

応急修理の範囲

・屋根、柱、外壁、基礎、梁の修理
・上下水道、ガス、給排気設備、電気・電話・テレビ線等の配管の修理
・居間、寝室、台所、トイレ、浴室等の壁や床、建具の修理

（対象外となる修理の例）
・空き家、車庫、倉庫などの非住家の修理
・客間、物置（押入）、靴箱、仏間、床の間などの修理
・建具や設備の仕様をグレードアップさせる修理
・壁紙や仕上げ材のみの修理（下地も破損しており、一体で修理する場合は対象となります）
・障子や襖、網戸の張替え（骨組みの破損や反り返っている場合は対象となります）
・エアコンなどの家電製品の修理（屋外給湯器は対象となります）

限度額

区分 大規模半壊 中規模半壊 半壊 準半壊

限度額 170.6万円 120.6万円 120.6万円 64.3万円

申込期限

（裏面へ）

令和6年12月31日（火曜日） ※期限に間に合わない場合は御相談ください

※注意事項※

・すでに修理が終了し、修理費用の支払いを終えている場合は対象となりません。
・被害状況がわかる写真や修理中、修理後の写真が必要となります。写真を撮り忘れた場合は支
援が受けられなくなりますのでご注意ください。スマートフォンなどの画像でも可能です。

※限度額を超えた部分の修理費用は自己負担になります。



住宅の応急修理の手続き及び流れ
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修理内容の説明

①罹災証明書の交付手続き
・資産税課（0258-39-2213）へ

④申請書の提出 ※R6.12.31〆
都市政策課へ郵送又は持参

＜提出書類＞
・住宅の応急修理申込書（様式1-1）

・住宅の被害状況に関する申出書（様式1-2）

・資力に関する申出書（様式2）

・修理見積書（様式3）

・修理業者の工事見積書
・罹災証明書の写し
・修理前の被害状況がわかる写真

修理業者による工事の実施

〒940-0062 長岡市大手通2-6 フェニックス大手イースト8階
担 当：長岡市都市政策課住宅政策班
電 話：0258-39-2265 メール：toshisei@city.nagaoka.lg.jp

③修理内容の事前相談
・都市政策課（下記担当）へ

修理業者

⑦修理実施の連絡
・修理実施連絡書(様式5)の発行

修理業者

⑧報告書の提出
・工事完了報告書（様式7）

・修理見積書(様式3)の写し
・写真（修理前、修理中、修理後）

修理費用の確定

請求書の確認、支払い

請求書の提出

工事契約
※自己負担分

②申請書の入手
・市ホームページからダウンロード
・都市政策課窓口（下記担当）へ

⑤修理依頼書(様式4)の発行

⑥請書(様式6)、誓約書提出


